
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

COOP-JOSO News Letter
発行 /生協広報Ｇ

2017.1.30
ＣＯＯＰ　ＪＯＳＯ　ＮＥＷＳ　ＬＥＴＴＥＲ　2017　２－３

【２０１７年２月の予定】
●生協基幹運営／地域活動 ・ 催し● ●提携 ・ 協同 ・ 連帯企画●

２．１ （水） 脱原発とくらし見直し委員会
２．１１ （土） 微生物農法の会 「踏込温床」 づくり
２．２０～ コース編成スタート 
２．１６ （木） 藤井養蜂 「はちみつ勉強会」
２．２１ （火） 稲葉料理教室 （大豆料理） （P5 に掲載）

２．４ （土） じょうそう朝市＆フリーマーケット （第５回）
２．８ （水） つくばまめいち
２．１１～１２関東子ども基金甲状腺検診 （つくば / 守谷）
２．１３～２０ 牛久幼稚園食育講座 「みそ開き」
２．２１～２４ 荒川沖幼稚園食育講座 「みそ開き」

昨年、 荒井さんのお餅のもち米にネオニコ農薬空中散布 ・ ・ ・

印西 ・荒井さんの餅米の安心を守るため、 そして

地域の環境と子供たちの健康をまもるために

「水田農薬空中散布中止を
お願いする署名」 （2/24 締切）
３月に印西市、 防疫協会、 農協にお願いに行きます。

また千葉の組合員と共に荒井さん周辺の農家にもお願いに回ります。

理事会より組合員へ

よびかけ

　昨年、 荒井さんが空中散布の 「除外申

請」 をうっかりしたことから、 お餅を供給

する段になって農薬がかかっていることが

判明しました。 しかも従来の農薬の効き

目がなくなってきたという理由で昨年の空

中散布に初めてネオニコチノイド系農薬が

使われたことが生協の調査で判明し、 そ

の旨を組合員のみなさんにお知らせして

のお餅の供給となりました。

　すぐに生協で残留農薬検査に出して、

幸い検出限界値以下で残留農薬は検出さ

れませんでしたが、 たいへんショッキング

な出来事でした。

　今年、 再び私たちの頂く荒井さんの餅

米にこのようなことのないように、 そして

地域の環境、 子どもたちへの農薬の影響

がないようにと、 理事会として印西市はじ

め周辺の農家のみなさんにも農薬の危険

性について理解を頂けるように消費者の

署名を集めてお願いに上がることにしまし

た。

　みなさんの署名の協力ならびに千葉の

組合員には地域へのお願いにごいっしょ

頂く協力をお願いします。

　また、 他の地域でも水田空中散布や街

路樹への農薬散布等の情報がありました

ら生協にお寄せください。

荒井農園近く
の白鳥飛来地

荒井さん家族と餅米の田んぼ

 　　中面に 「署名用紙」 が入っています　→
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　昨年 11 月、 『GM と農薬』 講演会で、 「農薬が子どもの脳に及ぼす影響」 について、 首都大学東京客員教授、

環境脳神経科学情報センター代表の黒田洋一郎先生にお話しをして頂きました。

　今週は、 印西市 ・ 荒井農園さんのもち米への農薬空中散布が回避できなかったことを契機に署名運動の理事会呼

びかけとあわせて黒田先生の講演内容を紹介してゆきます。

　地域や家庭から農薬 ・ 化学物質をなくし、 有機農業を地域にひろめて、 健康で安心の地域づくりの活動に生かし

てゆきたいと思います。

　特集 　農薬が子どもの脳に及ぼす影響　　　黒田洋一郎先生　

日本における発達障害児の増加　　　可能性のある子を含めると学童の１０％に迫る

殺虫剤は虫の脳神経を障害させて駆除するもの　　　遅発性の慢性毒性
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ＰＤＤ
自閉症

ＡＤ
発達障害

単位面積当たり

農薬使用量

　農薬の使用量と発達障害が相関？　日本と韓国がトップ

　ヒトの行動は胎児期 ・ 出生後の環境 ・ 食べ物で決まる
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　今月は 『ほうとう鍋』

 毎週木曜日につくば市の「ゴンタの丘」を開放し子ども達とお父さんお母
さんが一緒になっておもいっきり遊んでいます。
月末の木曜日はお楽しみの試食会！生協職員が昨年に仕込んだ手前味噌で
山梨の郷土料理「ほうとう鍋」を作りました。か

ぼちゃの甘みと味噌が溶けあいいい感じ！集まった皆が「美味しい♪美
味しい♪おかわり！」の声。大好評でした。
みそ作りも、常総生協にもみんな興味津々！また新しい仲間が増えそう
です (#^.^#)
小さな集まりでも構いません。各地区で同じような集まりがありました
ら教えて下さい。　　　　　　　　　　　　　　　（組織担当理事　矢島）

シリーズ 今週の仲間づくり ・ 地域づくり　「ゴンタの丘　アウトドア試食会」 報告

手作りみそ素材　

　ネオニコチノイド系農薬 「残留基準」 は日本は極めてゆるい （欧米の１０倍～１００倍）
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2 月 21 （火） 稲葉恭二先生による料理講習会 参加者募集

　みそ作りシーズン真っ最中ですが、おみそ作りはもう済まされましたか？豆腐、納豆、醤油、味噌
など日本の食卓には欠かせない大豆。大豆をもっと手軽に美味しく食卓にあげるちょっとした工夫、
お料理を稲葉先生に教わります。
　稲葉先生のデモンストレーションを見て、実際に何品かを皆さんに作っていただきます。テーマ以
外でもお料理のコツを教わったり、アドバイスを得られる機会ですので是非ご参加下さい。お友達を
誘ってのご参加、大歓迎です。

開催日：2 月 21 日（火）募集〆切 2/14（火）まで

□時間：10 時 00 分～ 13 時 00 分（試食時間含む）
□場所：常総生協本部　2 階調理室（守谷市本町 281）
守谷駅から徒歩 7 分
□参加費：大人 1,000 円
※当日キャンセルの場合、食材発注の関係で料金を全額お支払
いをお願いしています。

□持ち物：エプロン、三角巾、筆記用具
□定員： 12 名（お友達もお誘いできます。応募者多数の場合は抽選になります。）
□申込み：参加申込書を提出いただくか、電話もしくは WEB（上の QR コード）からでお
　　　　　申込み下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：商品部　丸山）

キリトリ
● 2/21 稲葉恭二先生による料理講習会に参加します。

コース名　　　　　　　　　　　　　組合員 NO　　　　　　　　　　　　　組合員名　　　　　

　　　

参加人数：大人　　　　　　　人 /　子ども　　　　　　　　　人

◆献立内容（予定）

　・秋鮭と大豆の煮物

　・鶏手羽先と大豆の洋風ケチャップ煮

　・たこ豆

　・大豆テンペの揚げ物 3 種

　・大豆とさしみ昆布の酢の物

　・大豆ご飯

～大豆をもっと食卓にあげよう～

「大豆関連食材と旬の素材を合わせて身体が喜ぶお料理いろいろ」
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明けましておめでとうございます。今
年もよろしくお願い申し上げます。” 岩瀬牧
場” の様子を詳しくお知らせくださり、本
当にありがとうございました。一組合員で
すが、何かできることがありましたら、お
伝えください。安心安全な食べ物をつくっ
ていくことのご苦労、困難さがわかりまし
た。今まで、何も考えず注文していたこと
が申し訳なく思えました。

（石岡市　吉井さん）

生産者出向職員イハラによる 「ぶーぶー日記」 2017 年 1 月 23 日

皆様、初めまして！ただいま岩瀬牧場に出向中
の伊原と申します。（←左の写真は豚の部屋移動
の時の写真です。かなり肉体労働で大変です !!）

はじめに、この度は皆様に岩瀬牧場の豚肉を長

期間お届けすることができず、誠に申し訳ござ

いません。ただ今、出荷再開に向けて牧場のス

タッフの皆様と一緒に少しでも早く再開できる

よう努めております。これから定期的（1 週間
に 1 度）に牧場の様子を発信していければと思
いますので、よろしくお願いいたします。 

１月２０日、牧場のアイド
ルであるメイちゃんが出
産！新たに１4 頭の子豚が
生まれました♪元気に動い
ています！左の画像は１月
２３日に撮った１４頭の様
子です。→

こちらは授乳中メイちゃんの様子。う～

ん！とてもキュートですね！！

←こちらは別のメイちゃんの画像ではあり

ますが、メイちゃんはこんな顔をしていま

す。「メイメイ！」と呼ぶと耳をパタパタ

させながら、ダッシュして来てくれるんで

すよ！！

出荷の正確な再開予定はまだ決まってはおりませんが、２月の後半を予定しております。こ

れからも牧場の様子を発信していきたい思いますので、よろしくお願いいたします。組合員

さんからの温かいメッセージを胸に牧場、生協一同で挽回していける様に頑張ります !! 今後

も牧場の様子を News 中面と Facebook でお知らせしていきます。→

組合員さんから、 牧場への応援メッセージ
※紙面の都合の為、 一部掲載での紹介になります。 ご了承ください。

岩瀬さんの豚肉の
件了解しました。おいし
いお肉のためのお休み期
間。正しい判断だと思い
ます。生産者と利用者の
良い関係が築けている常
総さんだからこそ出来る
事だと思います。楽しみ
に待っています。

（牛久市　黒須さん）

岩瀬さんの豚肉、再開するまで
お休みさせて下さい。生物を扱うゆ
えの「生みの苦しみ」お知らせ、あ
りがとうごあいました。こういった

（欠品とか）不安定な供給が、私とし
ては、「食べ物を頂いてる」っていう
気がしてごく自然のこと・・・と思
えて、じぶんが大切なものを食して
いると再認識させてもらいました。

（龍ヶ崎市　島さん）
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